
受賞者からのコメント 

対象：保健医療学部理学療法学科 ３・４年 

保健医療学部理学療法学第一講座  准教授 金子 文成 

 

「授業を行うにあたって工夫していること」 

 

・気だるい雰囲気の時には実技を挿入する 

・考察させるための情報を提供し、あえて全てを解説せずにグループで演習させる 

・闊達な議論のための雰囲気づくり 

・スライドでなく手書きで解説し、学生もノートをとる時間帯を多く設ける 

など 

 

 

  

「学生への要望・アドバイス等」 

 

 私が担当している授業群は、一般教養および専門基礎科目の知識を持った上で、理学療

法治療学へと橋渡しをする位置にあります。 

このため、”unlearn（学びほぐす）”というモットーのもとで思考することを楽しみ、

考察するトレーニングと知識の再組織化がなされることを願っています。  

 

 

 


